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自社HP強化

OB訪問

企業説明会

「自分の意思」を定めるのに重要な
感性が動かされる“人情報” “生情報”個別・具体的で

リアルな情報

自社HP強化
SEO対策

・採用メディアのWeb化で
大量の企業情報を
簡単に入手できるように

・一括で簡単にエントリー可能に

リクナビ
毎ナビetc. コンサルタント等の

就活支援ブログ

拡大 拡大

みんなの就活
（就職口コミ情報）

テクニック、
マニュアル志向、
“手っ取り早く“という
傾向が見られる

Twitterでの
情報共有90年代 2000年頃 現在

学生による
就活ブログ

一般的で
間接的な情報

拡大

90年代

紙媒体中心の
就活

インターネット
就活の一般化

就活のWeb2.O化で
大きな変化が

獲得可能な情報量 限定的 大量 極大化

2010年 Web2.0化でさらに情報量が爆発！
point１ 「人情報 生情報との接点」が相対的に低下

情報に対する姿勢 能動的 やや受動的 より受動的
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point１ 「人情報、生情報との接点」が相対的に低下
point２ “受動的な就活”を助長し “自分の意思”を持たない学生の増加へ


